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　イースターと言えば、まずはフレッド・アステアとジュディ・ガーランドの
｢イースターパレード」のミュージカル映画。基本がまるでなっていない酒場
の踊り子ハンナを一年後には立派なプリマドンナにすると誓ったドン。愛の行
き違いやレッスンの厳しさを乗り越え、ハンナはめでたく夢を実現し、早春の
ニューヨークの五番街をイースターボンネットに花を着飾ってパレードの人波
に加わりました。 
　イースターはキリストの復活を祝う、キリスト教でも最も古いお祭りのひと
つです。｢春分の日の後の、最初の満月の次の日曜日」と定められ、今年は３
月23日に祝われました（ちなみに来年は４月12日）。もともとは北欧神話に由
来して、人々が春を祝うお祭りでしたが、その意味を変えてキリスト教に引き
継がれました。きびしく寒い冬を終えて、草木がいっせいに芽生え、冬眠して
いた動物も動き出す。そんな新しい季節の到来が、十字架で処刑された後に復
活されたイエス・キリストのイメージに重なりました。 
　しかし「復活なんて冗談も休み休みに」と眉に唾をつける人が現代では圧倒
的。でも、キリスト教の長い物語のなかでは、なんと500人もの人々が、これ
まで復活のキリストに出会ってきたとか。新約聖書に登場するパウロもその一
人で、当初はキリスト教を迫害する側にいましたが、ダマスコ途上で復活のキ
リストの声を聞いて回心、それからの一生を福音伝道の道にささげました。 
　キリストは人間の罪を負い十字架上で犠牲になりました。そのおかげで、わ
たしたちひとりひとりの罪が赦されました。｢罪」というと、これもピンと来
ないかもしれませんが、知らずのうちに他の人々を傷つけている、そんな覚え
はきっと誰にでもあるはずです。 
　イースターには色とりどりに卵を彩って庭に隠して子供たちに探させます。
ひよこが卵の殻を破って出てくるように、キリストも死の殻を破ってよみがえ
られました。｢わたしは復活であり、命である。わたしを信じる者は死んでも
生きる｣（ヨハネ福音書11・25）。復活はキリスト教信仰の中核です。どうぞ
それを心に覚えて、あなたも４月23日の大学のイースター行事に参加されては
いかがでしょう。 
                                                                              （法学部宗教主事） 
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